
台風がゆっくり地震を引き起こす

台風が台湾東部のゆっくり地震を引き起

こしている可能性があることが、Nature  

6 月 11 日号に発表された 1。

ゆっくり地震は、強い地震と同様に、

断層が滑ったり裂けたりして起こる。しか

し、通常の地震では、突然、短時間にエ

ネルギーが放出されるのに対し、ゆっくり

地震は、数時間、場合によっては 1 日か

ら2 日の時間をかけて進行する。

今回、米国と台湾の研究者たちは、

2002 年から 2007 年にかけて台湾東部

で起こったゆっくり地震を調べた。その結

果、約 20 回のゆっくり地震のうち 11 回

が、台風と同時に起こっていたことがわ

かった。台風は、北太平洋西部で発生す

る非常に強い熱帯低気圧である。台風が

通過している間は、大気が地面におよぼ

す圧力、すなわち気圧は低下する。少な

くとも台湾東部の場合、この気圧の変化

により、応力のかかっている断層がゆる

み、断層の破壊が起こるらしい。

論文著者の 1 人、ワシントン・カーネ

ギー研究所（米国）の地球物理学者 Alan 

Linde は、「台風はわずかなきっかけを作っ

ているにすぎません。地震を引き起こすには、

『軽い一押し』で十分のなのです。それだ

けで断層の破壊が始まるのです」と話す。

起きない大地震
ゆっくり地震は地震計で検出できるほど強

い地震波を出さないので、今回の研究で

は、地中約 200 ～ 270メートルの深さ

のボアホール（ボーリングによる掘削孔）

内に、高感度のひずみ計を設置した。

台湾は、フィリピン海プレートとユー

ラシアプレートの境界に位置し、世界で

も特に地震活動の活発な地域の 1 つと

考えられている。このような頻繁に発生

するゆっくりした地震は、断層の短い部

分に加わる応力を開放する一種の圧力

開放バルブとして働き、この地域におけ

る強い地震の発生を防いでいるのかもし

れない。

「大地震の発生には、長い断層全体に

応力が継続的に増加していることが必要

です。しかし今回の調査では、そうした

現象は見つかりませんでした」とLinde

は話す。今回の研究で観測された最も強

力なゆっくり地震も、規模は通常の地震

と同程度のマグニチュード 5.4 だった。

一方、台湾東部に近い日本南西部の南海

トラフでは、約 100 ～ 150 年ごとにマ

グニチュード8クラスの大地震が起こって

いる。「こうしたことを考えると、ゆっくり

地震は台湾東部での大地震の発生を防い

でいると推測されます」とLinde は話す。

潮の干満も引き金に
同じような現象が、世界の別の場所でも

起こっているかは、まだわかっていない。

カナダのバンクーバー島北部から米国の

カリフォルニア州北部まで達するカスカ

ディア断層の一部の領域では、プレート

境界地域で微小震動とスリップ現象が同

期して非常に遅い滑りと比較的速い滑り

が間欠的に起こる現象（ETS）が、約

15 か月周期で起こる 2。これまでの研究

で、ETS は、遠くで起きた地震や、地殻

に働く潮汐力の変化や海の潮の干満に

よって起きる可能性があることがわかっ

ている 3,4。

カスカディア地域では台風の襲来はな

いが、大型低気圧の通過はあるので、地

殻内部に小さな応力の変化が引き起こさ

れているのかもしれない。「そうした応力

変化は、台湾東部で起こっているものと

似ているかもしれません」と、カナダ地

質調査所（ブリティッシュコロンビア州シ

ドニー）の地球物理学者 Herb Dragert

は指摘する（彼は今回の研究には加わっ

ていない）。「大気圧の変化によりETS が

引き起される可能性については、今まで

研究されてきませんでした。しかし、これ

までの研究から得られた知見と今回の研

究成果は、極めて小さな応力変化がこの

種のスロースリップやゆっくり地震を引き

起こす可能性があるという点で共通して

います」とDragert は語る。

今回の研究は、台湾東部の断層の限定

的な一部分を対象にしたものだが、スタ

ンフォード大学（米国カリフォルニア州）

の地震学者 Gregory Beroza によれば、

こうした研究から、将来的には、地震の

発生メカニズムをより深く理解できるよう

になるかもしれない、という。しかしなが

ら、設置されている観測装置があまりに

少ないため、ゆっくり地震は世界的なも

のなのかはわからない。「我々が知らな

いだけで、ゆっくり地震のような現象は、

世界中のあらゆる場所で起こっているの

かもしれませんね」と彼は語っている。	

（新庄直樹　訳）� ■
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台風は断層に加わる応力を開放し、大地震を防い

でいるのかもしれない。

Typhoons trigger gentler tremors

台湾東部では、台風が引き金となってゆっくり地震がしばしば発生し、大地震を防いでいるのかもしれない。
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